
Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

30 － 24
17 － 11
28 － 28
37 － 21

－

福岡 広島
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 6 0 3 0 1 3 1 4 * (C) 17 0 6 5 2 3 2

5 4 0 2 0 2 2 2 5 * 23 4 4 3 1 0 0

6 * 6 0 3 0 4 0 1 6 * 6 0 3 0 3 4 5

7 13 1 4 2 3 5 4 7 0 0 0 0 0 0 1

8 6 2 0 0 0 0 2 8 * 14 1 3 5 3 7 0

9 * 17 3 3 2 2 2 3 9 5 1 1 0 1 1 0

10 17 2 5 1 2 6 0 10 2 0 0 2 0 1 0

11 * 25 0 11 3 2 12 4 11 2 0 1 0 1 1 0

12 2 0 1 0 3 3 0 12 * 13 1 3 4 2 3 2

13 7 0 3 1 2 3 0 13 0 0 0 0 0 0 0

14 * 9 0 3 3 1 6 2 14 2 0 1 0 1 0 0

0 0

112 8 38 12 22 42 19 84 7 22 19 14 20 10

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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選　手　氏　名

競技記録

福岡 広島112 84

2014年10月21日(火) 会場： 長崎県立総合体育館10:00

少年男子準決勝

主審

第１副審

第２副審 松本　究（佐賀）

●小澤　勤（山梨）

有澤　重行（山口）

○

鳥羽 陽介

武藤 海斗

No. 21M-1 日時：

選　手　氏　名

濱田 健太

秋山 皓太

井手 優希

合計

戦　　評

記載者 松瀬　正人 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

江尻 駿也

河野 拓海

津山 尚大

牧 隼利

増田 啓介

河野 佑太

張 効広

松浦 慎哉

野口 夏来

コーチコーチ 井手口 孝

佐々井 雄大

山﨑 翔梧

小栗 尚幸

豊田 湧一朗

吉崎 綾汰

茂刈 皇希

檜作 昌慶

藤井 貴康

伊森 響一郎

準決勝、福岡県対広島県。１Ｑ、両チームマンツーマンでスタート。福岡県は、＃１４リング下のシュートや＃１１

のドライブインで得点を重ねる。一方、広島県は＃４のジャンプシュートや＃８のドライブインで得点し、３０－２４で

福岡県リード。２Ｑ、福岡県はディフェンスを厳しくし、徐々にリバウンドを支配する。残８分、福岡県＃１３のリング

下の得点で３４－２４となったところで広島県タイムアウト。その後、広島県＃５、＃８で得点するが点差は縮まらず

４７－３５福岡県リードで前半を終了。３Ｑ、福岡県は、インサイドとアウトサイドを効果的に使い、＃１１の得点や＃

９の連続３Ｐで得点を重ねる。一方広島県も、＃４のスチールからのレイアップシュート、＃５の果敢なドライブイン

や３Ｐで応戦するが、７５－６３で福岡県のリードは変わらない。４Ｑ、一進一退の攻防が続くが、残り５分、福岡県

＃７の３Ｐが決まったところで広島県がタイムアウト。その後、オールコートマンツーマンで仕掛けるが、連戦の疲れ

からか、思うようにシュートが決まらない。その間、福岡県は＃１０、＃８の３Ｐで得点を重ね、１１２－８４で福岡県

が決勝進出を果たした。高さに勝る福岡県に対し、最後まで果敢に挑んだ広島県の戦いぶりは、見る者に感動を

与えた。
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